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気象庁局地解析システム を用 い た 2段階解析実験
＊
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1　 はじめに

　 気象庁で は，集中豪雨をもた らす積乱雲などの 小

さなス ケール の現象を精度よ く予測 し， 飛行場予報

や防災気象情報 の 高度化に資す る た め に，水平格子

間隔が 2km の 局地予報モ デル を毎時実行し て い る．
こ の 予報 モ デル に 利用 され る初期値 は

，

’
水平格子間

隔 5km の 3 次元変分法 に よ る局地解析 シ ス テ ム に よ

り与え られ る．解析に用 い られ て い る （水平）背景誤

差相 関距離 は
， 平均的な単

一
の ス ケ

ー
ル を統計的 に

抽出した もの で あ り， 解析格子間隔の数倍か ら数十

倍程度の 値を鉛直層 ご との固定値で 与えて い る．実．
際 には様々なス ケールの 誤差成分が考え られ，また

場所や気象条件に も依存して変動すると考えられる

もの の
，

こ れを大幅に 簡略化 した設計 となっ て い る．
特 に，小 ス ケ ール の 現象に関す る情報を解析値 に取

り込 む の は 困難 と も考 えられ る．

　 そ こで，F。　Zhang　et 　a1．（2009）の 手法を参考に，
簡易的に解析を 2 段 階構成と し，大 きな誤差相関距

離を用 い て 得られ た解析値を再び推定値 として 小 さ

い 誤差相関距離を用 い て 解析を行 うこ ととした．こ

れ に よ り大小 2つ の ス ケ
ール で観測値の 情報が解析

値 に 取 り込 まれ る こ とが 期待 さ れ る．今回の 発表で

は
， 平成 24 年九州北部豪雨 を 対 象 と した 比 較実験 の

結果に つ い て報告する．

2　 解析 シス テム

　局地解析 シ ス テ ム （LA ）で は
， 解析値 は解析時刻

の 3 時間前か ら 1 時間毎 の 3次元変分法解析 （計 4
回） と 1 時間予報を繰 り返 し行う解析サ イ クル を経
て求め られる．今回の 実験で は最後の 解析部分の み

を 2段階構成 とした．2段階解析 の 1段 目で は ， 現

業設定 と同 じ誤差相関距離で，ドッ プ ラー速度以外
の 観測値を用 い て解析を行い ，2 段目の 解析で は水

平方向 の み 現業よ り短 い 背景誤差相関距離 で ドッ プ

ラ
ー

速度の み を用 い て解析を行っ た （図 1）．

LA の 仕様 実験シス テ ム の 仕様
　 　 〔最後 の 解析部分 の み 〕

図 1： 局地解析 シ ス テム の 概略．LA の 仕様 （左〉と

実験 シ ス テ ム の 仕様 （右）．

　2段 目の 解析で用い られ る背景誤差共分散は，1段

目の 解析 に お け る観測情報 の 取 り込み に よ る精度向

上の 効果 を受 け て ， 定量的 に 評価 され るべ きで は あ

るが ，今回は簡単の ため，水平誤差相関距離につ い

て は現業設定 の 半分 もしくは 3分 の 1 とし， 鉛直誤

差共分散は 1 段目と同じ く現業設定と した （観測誤

差共分散 も現業設定 と同じ）．2段 目の解析 で用 い る

観測値 を ドッ プラー速度と し た の は，そ れ が 空間的

に 密な観測で あ り，降水域周辺 で の 小ス ケ
ー

ル の 現

象が捉 えられ る と考えたた め で あ る．

3　 実験結果

　平成 24年九州北部豪雨を対象に，7月11 日 09
，
　12

，

15
，
18

，
21UTC に お い て

，
2 段 目の 水平誤差相関距離

を半分 （Testl）および 3分 の ユ （Test2）とした解析

予報実験犂行い ，現業 LA の解析予報結果と （Ctrl）
比較 した．

　2 段目の 解析に お ける風成分 の イ ン ク リメ ン トは想

定通 りより局所的 に 存在す る こ と， 今 回の設定 で は

2 段階解析の効果は微弱で，局所的に も風系場を大

き く変えるもの で はな い こ とが確認された．予報降

水 の 解析雨量検証結果 （図 2
，
3）か らは ， 15mm ／3h

以下 の 閾値 で は Ctrlとほ ぼ同等か それ以上 の ス コ ァ

で あ る こ と，予報前半に ス コ ア の 向上 が み られ るこ

とがわか る．

0．450

．4Q0350

．30025O

．20

　 　 　 O．15
　 　 　 　 　 0 　　　　 5　　　　10 　　　 15 　　　 20 　　　 25

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 mm 煮3hour

図 2 ： 解析雨量 に 対する 3 時間積算雨量の 5km 検証

格子平均 に よ る雨量強度別エ クイ タブル ス レ ッ トス

コ ア．
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図 3： 解析雨量 に 対す る 1時間積算雨量 の 5km 検証

格子平均に よ る予報時間別エ クイタプル ス レ ッ トス

コ ア．閾値 1mm ／h   と閾値 15  ／h   ．

4　 まとめ

　簡易的で あ る に もか か わ らず，同化 を 2 段階構成
に す る こ とで予報前半の 降水ス コ ア が向上 す る可能

性が示された．ス コ ァ 向上が予報前半 に とどまっ た

理由として は
， 誤差相関の簡易 的な設定の他，局地

解析で は変数間の バ ラン ス が十分組み 込まれ て い な

い こ とに よ る不均衡 の 可能性な ども考え られ，今後
さ ら に調査 して い く必要が ある．
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